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ソリューショントラックでは、教育機関で
有効活用できる各種ソリューションについ
て、ベンダーの方々からご紹介をいただきま
した。
シスコシステムズ合同会社の相川哲也氏に

は、データセンターのソリューションについ
てご講演いただきました。企業だけではなく、
教育機関においても膨大なデータを扱ってお
り、それらを管理するシステム導入のポイン
トについてのお話でしたが、最近のトレンド
である「ブレードサーバ」、「仮想化」の有効
性について再認識することができました。
伊藤忠テクノソリューションズ株式会社の

鬼頭稔氏には、キャンパスにおけるデジタル
サイネージ（公共の場所においてディスプレ
イ等に情報を表示する媒体）についてご講演
いただきました。街中では主に広告媒体とし
て使われていますが、教育機関が情報を発信
する場合のシステムやビジネスモデルについ
ての新鮮なお話でした。
株式会社ネットスプリングの菅浩憲氏に

は、アカウント一元管理用アプライアンスに
ついてご講演いただきました。教育機関は基
本的に年1回（主に4月頃）、大量のアカウン
ト削除、新規登録を行います。また、学内の
システム毎にアカウントが異なると、使い勝
手や管理の点で多くの問題が生じます。これ
らを解決するアプライアンスサーバとその導
入事例をご紹介いただきました。
伊藤忠テクノソリューションズ株式会社の

小林一生氏には、仮想化デスクトップについ
てご講演いただきました。学内の端末、持込
PC、自宅で同一デスクトップが使え、インタ
フェースはWebブラウザを用いるというシス
テムは、管理者とユーザの負担を大幅に軽減
できるので、魅力を感じた方々も多かったの
ではないでしょうか。
過去のCAUA合同研究分科会においても、

ベンダーの方々によるソリューション紹介は
ありましたが、2007年に「CTC事例発表」が
分科会に準じた扱いとなり、2008年には「ソ
リューショントラック」として分科会と同等
になりました。システム導入を検討している
方々にとって、これらが有益な情報提供の場

になったことを願ってやみません。
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